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直
近
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
状
況
は
。

　
　

県
内
で
は
、
３
月
５
日
午
前
９
時
現

在
で
累
計
77
人
に
実
施
し
、
検
査
結
果
は

全
て
陰
性
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

な
お
、
市
町
ご
と
の
検
査
数
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　

本
市
の
マ
ス
ク
の
備
蓄
枚
数
と
今
後

の
配
付
は
。

　
　

５
万
４
０
０
０
枚
を
備
蓄
し
、
緊
急

時
に
備
え
て
い
る
。
医
師
会
な
ど
関
係
機

関
か
ら
配
付
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
備
蓄
枚
数
を
考
え
る
と
、
医
療
従

事
者
を
優
先
す
べ
き
か
、
状
況
や
緊
急
度

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

救
急
や
医
療
関
係
者
の
防
護
服
の
状

況
は
。

　
　

消
防
本
部
に
よ
る
と
、
上
下
合
わ
せ

て
１
７
０
０
着
用
意
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
保
健
セ
ン
タ
ー
が
現
地
対
策
本
部
に

な
っ
た
場
合
に
医
師
が
使
用
す
る
防
護
服

を
１
２
０
０
着
用
意
し
て
い
る
。

　
　

①
市
職
員
、
②
救
急
関
係
者
、
③
医

療
関
係
者
が
感
染
し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　

①
感
染
し
た
職
員
や
濃
厚
接
触
の
恐

れ
の
あ
る
職
員
は
入
院
や
外
出
自
粛
が
要

請
さ
れ
出
勤
で
き
な
く
な
り
、
人
員
体
制

が
不
足
す
る
た
め
、
継
続
す
る
業
務
や
縮

小
・
一
時
休
止
す
る
業
務
を
各
課
で
と
り

ま
と
め
て
対
応
す
る
。
②
非
番
の
職
員
が

出
て
対
応
、
あ
る
い
は
本
部
職
員
を
救
急

に
回
し
て
対
応
す
る
。
ポ
ン
プ
車
台
数
を

減
ら
し
車
両
を
消
防
団
に
お
願
い
し
、
そ

の
分
の
職
員
を
救
急
に
回
し
た
り
、
分
署

の
職
員
に
救
急
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
県
央
地
域
広
域
圏
消
防

本
部
に
派
遣
要
請
を
行
う
。
③
県
の
指
示

で
外
来
診
療
を
休
止
さ
れ
る
な
ど
の
措
置

が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
国
の
対
応
に
つ
い

て
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

　
　

コ
メ
ン
ト
や
批
判
を
で
き
る
立
場
で

は
な
い
。
限
ら
れ
た
制
限
の
中
で
可
能
な

こ
と
は
全
て
や
り
尽
く
さ
れ
た
と
思
う
。

　
　

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
。

　
　

交
差
点
の
拡
幅
工
事
を
３
月
中
に
実

施
し
、
４
月
以
降
の
電
柱
や
架
線
の
移
設

に
併
せ
舗
装
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

国
道
の
西
側
も
お
願
い
し
た
い
。

　
　

改
良
に
よ
り
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る

の
か
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
れ
ば
警
察
や
国

と
協
議
す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
新
年
度
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

AQ

QA

 

門
内
交
差
点
の
進
捗
状
況
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圃
場
整
備
の
効
果
・
効
能
は
？
農
業

就
農
人
口
・
耕
作
面
積
の
推
進
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。

　
　

圃
場
整
備
を
終
え
た
三
会
原
地
区
で

は
規
模
拡
大
な
ど
で
若
い
農
業
後
継
者
が

育
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
の
農
業
就
業
人

口
は
12
年
よ
り
１
０
１
９
人
減
、
耕
作
面

積
は
17
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
。

　
　

特
に
有
明
湯
江
地
区
の
農
地
の
荒
廃

が
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
原
因
は
。

　
　

荒
廃
の
原
因
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、
農
地
が
不
整
形
で

耕
作
条
件
が
悪
い
な
ど
。

　
　

後
継
者
が
い
な
い
場
合
で
も
、
せ
め

て
貸
せ
る
農
地
に
整
備
す
る
た
め
の
早
期

の
対
策
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

有
明
地
区
も
早
く
圃
場
整
備
を
手
掛

け
る
事
で
後
継
者
の
育
成
、
所
得
の
向
上

で
就
業
人
口
に
つ
な
が
る
。
後
継
者
が
い

な
い
場
合
で
も
圃
場
整
備
を
す
る
こ
と
で

財
産
と
し
て
良
い
農
地
が
続
い
て
い
く
の

で
、
推
進
員
に
は
必
ず
申
し
伝
え
て
い
る
。

　
　

市
民
が
感
染
し
た
場
合
は
ど
う
な

る
。

　
　

感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
保
健
所
へ

相
談
・
判
断
。
そ
の
後
県
内
で
検
査
、
陽

性
な
ら
ば
入
院
と
な
る
。

　
　

今
す
べ
き
事
や
、
最
善
の
予
防
策
は

何
か
。

　
　

帰
宅
後
の
手
洗
い
、
人
混
み
を
避
け

る
。
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
た
め
十
分
な
睡
眠
・

食
事
な
ど
。
今
後
も
必
要
な
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

　
　

市
民
・
子
供
た
ち
と
の
交
流
は
出
来

る
の
か
。

　
　

申
し
入
れ
を
快
諾
、
記
憶
に
残
る
交

流
に
し
た
い
。

　
　

今
後
は
実
績
を
生
か
し
、
積
極
的
な

ス
ポ
ー
ツ
の
誘
致
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

本
年
度
の
取
り
組
み
は
交
流
人
口
拡

大
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
誘
致

実
行
委
員
会
と
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　

令
和
２
年
度
・
新
年
度
予
算
の
守

る
・
攻
め
る
・
ま
た
、
廃
止
す
る
予
算
は
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
・
保
育

料
の
第
２
子
以
降
の
完
全
無
償
化
・
イ

オ
ン
関
連
道
路
の
付
け
替
え
・
オ
リ
パ
ラ

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
・
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
。
廃
止
は
母
子
生
活
支
援
施
設
わ
か
ば
、

ご
み
収
集
も
民
間
委
託
で
経
費
削
減
を
図

る
。
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新
年
度
予
算
に
つ
い
て

庶民の会

はやしだ　つとむ
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進
む
農
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の
少
子
高
齢
化
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耕
作

 

放
棄
前
に
圃
場
整
備
の
推
進
を
！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

対
応
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
万
が
一

 

感
染
の
時
は
ど
う
な
る

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
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ク

 

選
手
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
と
そ
の
後

 

の
展
開
は
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